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松
平
郷
園
地
入
り
口
に「
松
平
親
氏

公
願
文
碑
」が
あ
る
。徳
川
の
始
祖
松

平
氏
初
代
親
氏
公
が
、松
平
郷
高
月
院

開
山
寛
立
上
人
か
ら
伝
授
さ
れ
、天
下

泰
平
を
祈
願
し
た
も
の
と
さ
れ
る
。 

『
天
下
和
順　
日
月
清
明　
風
雨
以
時

災
厲
不
起 

国
富
民
安　
兵
戈
無
用　

崇
徳
興
仁　
務
修
禮
譲
』 

天
体
に
異

常
が
な
く
、天
候
に
不
順
が
な
く
、災 

害
の
発
生
も
な
く
、物
産
が
豊
か
で
安

定
し
た
生
活 

が
で
き
れ
ば
、争
い
事
も

な
く
平
和
な
世
の
中
に
な 

る
。人
々
は

セ
ン
タ
ー
長
の

ミ
ラ
イ
の
フ
ツ
ー
に

向
か
っ
て
︕

センター長

鈴木辰吉

努
め
て
人
格
向
上
に
尽
く
す
べ
き
で

あ
る
。　 　

　
市
職
員
在
職
時
に
こ
の
歴
史
公
園

整
備
に
携
わ
り
、 幾
度
と
な
く
暗
唱
し

た
願
文
は
、戦
乱
の
世
を
嘆
き
、德
川

３
０
０
年
の
安
寧
の
時
代
を
築
く
源

と
な
っ
た
訓
示
で
あ
る
と
疑
う
こ
と

も
な
か
っ
た
。 

あ
れ
か
ら
25
年
が
経
過

し
、改
め
て
読
み
返
し
て
み
る
と
、そ

れ
は
、今
日
の
社
会
を
戒
め
、未
来
の 

日
本
や
人
類
、地
球
の
あ
り
方
を
説
い

て
い
る
よ
う
に
思
え
て
く
る
。

親
氏
の
願
文
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人
類
が
自
ら
招
い
た
天
体
の
異
常 

を
修
復
し
、頻
発
す
る
災
害
を
抑
え
、

競
う
の
で
は
な
く
支
え
合
い
、豊
か
で

安
心
で
き
る
国
を
、社
会
を
目
指
せ

と
。そ
し
て
、人
々
は
人
格
の
向
上
に

努
め
よ
と
。 　

　
２
０
１
５
年
に
世
界
の
国
々
が
よ

う
や
く
た
ど
り
着
き
国
連
が
決
議
し

た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標

※

中
面
下
参
照
） 

は
、６
０
０
年
以
上

も
前
に
松
平
親
氏
公
に
よ
っ
て
国
づ
く

り
の
指
針
と
し
て
示
さ
れ
て
い
た
と

見
る
の
は
、 少
々
こ
じ
つ
け
が
過
ぎ
る

だ
ろ
う
か
。 松
平
郷
の
人
々
は
、一貫
し

て
、松
平
郷
を
、観
光
客
で
賑
わ
い
、金

儲
け
が
で
き
る
観
光
地
に
す
る
こ
と

を
良
し
と
し
て
こ
な
か
っ
た
。日
本
の

歴
史
の
要
所
に
時
代
を
達
観
し
た
偉

人
と
始
祖
地
松
平
郷
が
あ
り
、そ
れ
を

偲
ぶ
人
が
訪
れ
、前
向
き
な
気
持
ち
と

心
の
安
ら
ぎ
を
持
ち
帰
っ
て
く
れ
れ

ば
い
い
の
だ
と
。

　
今
、改
め
て
良
い
仕
事
に
携
わ
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
う
。

担い手づくりコース17期生募集～始めませんか、農ライフ～

森で手に入れることのできる枝葉、実などを活かして思い思いに装飾品を作ることができる体験ブースが大人気だった

その他のイベント情報は、ホームページでチェック︕

【中級・上級編　農業を本格的にやりたい方へ】

　担い手づくりコースは、「農業を本格的にやりたい」という人のための研修です。実技を

主体に2年間、農業のノウハウを学んでいただき、修了者には、希望に応じて農地（豊田市

内）の借受けを支援しています。

●対象｜市内で就農を希望する66歳以下の人

（備考）健康で、2年間の研修を修了する意欲があること

●研修期間｜2年（3月から翌々年2月）

（備考）研修日数は年間50日程度（週1日程度）で、研修時間は午前9時から3時間程度

●科目・定員、研修場所、内容｜

■山間営農科（下山）

＊定員：8人＊研修場所：下山研修所（和合町）

＊内容（主な栽培作物）：山間地域での営農を想定した作物づくり（水稲、ナス、ジネンジョ、

小菊、コンニャク、スイートコーン、サトイモ、ハウス野菜）

■山間営農科（旭）

＊定員：8人＊研修場所：旭研修所（槙本町）

＊内容（主な栽培作物）：山間地域での営農を想定した作物づくり（水稲、ナス、ジネンジョ、

コンニャク、スイートコーン、ブルーベリー、サトイモ、ハウス野菜）

（注意）科目を重複しての受講はできません。定員を超えた場合は選考（農地の借受けを希

望する人を優先）により受講生を決定します。

●受講料｜年額20,000円（教材費を含む）

●研修開催日｜基礎教科（年5回程度・全員）：月曜日、山間営農課（下山）：金曜日、山間営

農課（旭）：土曜日

●研修カリキュラム｜

■基礎教科：土壌分析と施肥設計、病害虫防除、植物の生理・生態、農業経営、営農計画の

立て方等※講義主体で各科目共通（全員受講）

■専門教科：土壌改良、施肥、は種・定植、病害虫防除、除草、収穫、販売、農家・農業施設

の見学、農業機械等取扱い、農家等への実習・援農等※実技主体

■実践栽培：2年目に1人当たり約200㎡の区画を割り振り、受講生自身の責任と管理で耕

作。年に2回（7月、10月頃）管理状況や作物の出来栄え等を判定します。※栽培方法は一

般的な農法で行います。

●問合せ｜農ライフ創生センター TEL:0565-43-0340 FAX:0565-43-0341

E-mail:nou-life@city.toyota.aichi.jp ※開所時間：午前8時30分～午後5時15分　休所日

は土・日曜日、祝日、年末年始

●備考｜詳細については、「農ライフ創生センター　担い手づくりコース」で検索後、豊田

市役所のホームページから、担い手づくりコース募集要項のPDFがダウンロードできます。

●受付期間｜令和元年11月1日（金）～令和2年1月15日（水）受講申込書の受付時に簡単

な面接があるため、必ず本人が農ライフ創生センターまで持参のこと。1月31日（金）まで

に結果が通知されます。

　
11
月
17
日（
日
）、「
第
８
回
い
な
か

と
ま
ち
の
文
化
祭
」が
、９
月
に
名
鉄

豊
田
市
駅
東
口
に
新
し
く
で
き
た
芝

生
広
場「
と
よ
し
ば
」で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

　

今
年
の
テ
ー
マ
は「
風
土
を
暮
ら

し
に
活
か
す
〜
だ
れ
で
も
で
き
る
農

林
食
住
〜
」。会
場
に
は
、矢
作
川
流

域
の
豊
富
な
自
然
資
源
と
風
土
が
育

む
素
材
を
持
続
的
に
活
か
す
た
め
の

豊
か
な
知
恵
や
、新
た
な
取
り
組
み

を
体
感
で
き
る
出
展
ブ
ー
ス
が
並
ん

で
い
ま
し
た
。

　

本
物
の
鶏
・ヤ
ギ
も
来
た

　

特
別
栽
培
農
産
物（※

）を
販
売

す
る
農
家
さ
ん
ブ
ー
ス
で
は
、に
ん

じ
ん
や
菊
芋
な
ど
新
鮮
な
季
節
の
野

菜
に
た
く
さ
ん
の
方
が
目
を
奪
わ
れ

て
い
ま
し
た
。除
草
を
目
的
と
し
た

ヤ
ギ
の
貸
し
出
し
事
業
を
行
う

「
め
ぇ
ー
プ
ル
フ
ァ
ー
ム
」ブ
ー
ス
に

は
、普
段
な
か
な
か
出
会
え
な
い
本

物
の
ヤ
ギ
と
ふ
れ
あ
え
る
コ
ー
ナ
ー

が
あ
り
ま
し
た
。

　
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
を
平
飼
い
養
鶏

す
る「
て
く
て
く
農
園
」ブ
ー
ス
に

は
、こ
ち
ら
も
本
物
の
鶏
が
来
て
い

て
鳴
き
声
を
響
か
せ
て
い
ま
し
た
。

「
三
州
し
し
森
社
中
」ブ
ー
ス
で
は
、

猟
師
か
ら
仕
入
れ
た
鹿
や
イ
ノ
シ
シ

の
角
、骨
、皮
を
活
用
し
た
ア
ク
セ
サ

リ
ー
や
工
芸
品
が
並
ん
で
い
ま
し

た
。山
で
駆
除
し
た
動
物
を
美
味
し

い
ジ
ビ
エ
料
理
と
し
て
提
供
し
て
い

る「
山
里
カ
フ
ェ
Ｍ
ｕ
ｉ
」ブ
ー
ス
に

は
、幼
い
シ
カ
の
剥
製
が
展
示
し
て

あ
り
、命
が
宿
っ
て
い
る
か
の
よ
う

な
姿
に
驚
く
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー「
耕
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
」の

ブ
ー
ス
で
は
養
蜂
の
紹
介
と
ハ
チ
ミ

ツ
の
販
売
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
輝

け
る
よ
う
に
」を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
い

る
精
神
障
が
い
者
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

型
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー「
畦
道
」

の
ブ
ー
ス
で
は
、活
動
の
紹
介
と
利

用
者
が
製
作
し
た
商
品
の
販
売
が
あ

り
ま
し
た
。旭
地
区
の
竹
や
木
を
利

活
用
す
る「
竹
々
木
々
」ブ
ー
ス
で

は
、伐
採
か
ら
す
べ
て
手
作
り
し
た

メ
ン
マ
や
レ
ー
ザ
ー
カ
ッ
タ
ー
で
間

伐
材
を
切
り
出
し
た
ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
豊
田
森
林
組
合
」ブ
ー
ス
に
は
、

シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
ホ
ー
ス（
折
り
た
た
み

式
の
生
木
を
切
っ
た
り
削
っ
た
り
す

る
の
に
使
う
作
業
台
）で
豊
田
産
の

生
木
を
使
っ
て
木
工
品
作
り
体
験
が

あ
り
ま
し
た
。矢
作
川
と
生
き
物
の

紹
介
と
ふ
れ
あ
い「
矢
作
川
Ｌ
ｉ
ｆ

ｅ
＆
水
族
館
」ブ
ー
ス
に
は
、数
え
き

れ
な
い
ほ
ど
の
ザ
リ
ガ
ニ
が
入
っ
た

簡
易
プ
ー
ル
が
用
意
さ
れ
、た
く
さ

ん
の
少
年
少
女
が
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
に

挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

　
豊
田
市
の
間
伐
材
が
使
わ
れ
て
い

る
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

岡
崎
森
林
組
合
職
員
で
結
成
さ
れ
た

「
岡
森
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ズ
」、旭
地
区

の
山
里
合
唱
団「
こ
だ
ま
」、民
謡
と

三
味
線「
芳
泉
会
」の
他
、多
彩
な
皆

さ
ん
が
素
敵
な
音
や
歌
声
を
響
か
せ

て
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
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『風土を暮らしに活かす』を感じる空間

特集｜～第8回いなかとまちの文化祭開催レポート
　　　　
特集｜～第8回いなかとまちの文化祭開催レポート
　　　　

街中
まちなか    

て
ん
げ
わ
じ
ゅん　
に
ち
げ
つ
し
ょ
う
み
ょ
う　
ふ
う
う
い
じ

さ
い
れ
い
ふ
き　
こ
く
ほ
う
み
ん
あ
ん　
ひ
ょ
う
か
む
よ
う

す
と
く
こ
う
に
ん　
む
し
ゅう
ら
い
じ
ょ
う

ち
か
う
じ

（※）※農薬、化学肥料を慣行栽培の２分の１以下に低減して栽培された農産物。農水省のガイドラインで、「無農薬、減農薬、無化学肥料、減化学肥料」の表記が禁止された。
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型
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー「
畦
道
」

の
ブ
ー
ス
で
は
、活
動
の
紹
介
と
利

用
者
が
製
作
し
た
商
品
の
販
売
が
あ

り
ま
し
た
。旭
地
区
の
竹
や
木
を
利

活
用
す
る「
竹
々
木
々
」ブ
ー
ス
で

は
、伐
採
か
ら
す
べ
て
手
作
り
し
た

メ
ン
マ
や
レ
ー
ザ
ー
カ
ッ
タ
ー
で
間

伐
材
を
切
り
出
し
た
ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
「
豊
田
森
林
組
合
」ブ
ー
ス
に
は
、

シ
ェ
ー
ビ
ン
グ
ホ
ー
ス（
折
り
た
た
み

式
の
生
木
を
切
っ
た
り
削
っ
た
り
す

る
の
に
使
う
作
業
台
）で
豊
田
産
の

生
木
を
使
っ
て
木
工
品
作
り
体
験
が

あ
り
ま
し
た
。矢
作
川
と
生
き
物
の

紹
介
と
ふ
れ
あ
い「
矢
作
川
Ｌ
ｉ
ｆ

ｅ
＆
水
族
館
」ブ
ー
ス
に
は
、数
え
き

れ
な
い
ほ
ど
の
ザ
リ
ガ
ニ
が
入
っ
た

簡
易
プ
ー
ル
が
用
意
さ
れ
、た
く
さ

ん
の
少
年
少
女
が
ザ
リ
ガ
ニ
釣
り
に

挑
戦
し
て
い
ま
し
た
。

　
豊
田
市
の
間
伐
材
が
使
わ
れ
て
い

る
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

岡
崎
森
林
組
合
職
員
で
結
成
さ
れ
た

「
岡
森
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ズ
」、旭
地
区

の
山
里
合
唱
団「
こ
だ
ま
」、民
謡
と

三
味
線「
芳
泉
会
」の
他
、多
彩
な
皆

さ
ん
が
素
敵
な
音
や
歌
声
を
響
か
せ

て
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　
ブ
ー
ス
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

　
午
後
か
ら
は
、お
い
で
ん・さ
ん
そ

ん
セ
ン
タ
ー
長
の
鈴
木
辰
吉
と
、い

な
か
と
ま
ち
の
文
化
祭
実
行
委
員
長

洲
崎
燈
子
が
ブ
ー
ス
の
う
ち
７
つ
を

巡
っ
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
つ
い
て

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
た
２
人
の

感
想
を
左
に
ま
と
め
て
あ
り
ま
す
の

で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
「
い
な
か
と
ま
ち
の
文
化
祭
」は
豊

田
市
の
ま
ち
な
か
で
山
村
地
域
の
魅

力
を
楽
し
く
紹
介
し
、都
市
と
山
村

の
交
流
を
通
じ
て
持
続
可
能
な
矢
作

川
流
域
づ
く
り
を
め
ざ
す
イ
ベ
ン
ト 

で
す
。

　
今
回
た
く
さ
ん
の
方
に
お
越
し
い

た
だ
き
、風
土
を
暮
ら
し
に
活
か
し

た
山
村
な
ら
で
は
の
魅
力
が
伝
わ
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
文・田
中
敦
子
）

REPORT

「原木しいたけ収穫と自然薯
すりおろし体験」開催
 
　11月10日（日）、トヨタ生活協同組合主催の「原木しいたけ収穫と
自然薯すりおろし体験」が、もみじが色づき始めた旭地区笹戸温泉
で開催されました。応募者130人から当選した50名が、美味しい秋
の味覚を堪能しました。この催しは、2013年、おいでん・さんそんセ
ンター開設第1号のマッチング事業です。従って、最長のロングセ
ラー事業となります。
　見事に発生した原木しいたけを、第1回から提供いただいている
のは、足助地区栃本町の天野敬一さん（90歳）。この道60年のベテラ
ンで、黄綬褒章の受章者でもありますが、今でも本番が近づくと、ド
キドキするそうです。ドキドキこそ健康長寿
の秘訣なのかもしれません。都市と山村、生
産者と消費者がつながることで、双方が
ほっこり幸せになれる。そんなマッチングに
今後も取り組んでまいります。（鈴木辰吉）

トヨタ生活協同組合主催のマッチング歴最長事業

旭
あ さ ひ    

REPORT

豊松小学校区移住定住研修会に45名が参加

　11月24日（日）、松平地区豊松小学校区移住定住研修会が豊松区
民会館において開催され、学区の住民の皆さん45名が参加されま
した。豊松小学校区は、旧豊田市ながら中山間地域にあり、人口減
少が著しい「山村地域に準ずる地域」として位置付けられ、移住定住
対策が急務となっています。11月1日現在の人口およそ1,000人が、
何も対策がなければ、25年後にはおよそ500人に半減し、小学校児
童数47人は16人まで減少すると推計されており、深刻な状況にあり
ます。
　このため、今年6月から、地域予算提案事業として移住定住事業に
取り組んでおり、地域会議委員、関係区長、定住委員を中心に毎月協
議が重ねられ、年度内に「豊松小学校区定住ビジョン」が策定される
予定です。講演後の意見交換では、「子どもたちに地域を好きになっ
てもらう取組が必要」、「まちまでの通学の支援が必要」、「移住と合

わせ拠点となるような人気のお店の誘致が必要」、「トヨタのテスト
コース整備のインパクトを活かすべき」、「人口規模に見合った地域
行事などの見直しが必要」など多くのアイデアや提案が出されまし
た。
　今日の日本の
礎を築いた德川
の始祖地松平、
必ず、すばらし
い「定住ビジョ
ン」が出来ると
確信しました。
（鈴木辰吉）
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 活発な意見交換がされ、今後の定住ビジョンに期待大

松平
ま つ だ い ら  

　　　　くぼた　よしまさ

センター長による講演の様子 ステージを盛り上げる合唱団薪割りの体験ブースもあった

本当に多くの自然や生き物が、暮らし
や生業、仕事に生かされているという
のが今日はよくわかりました

耕作放棄地や獣害対策、障がい者の
支援など、地域を良くしたいという思
いで活動されている方が多いというこ
とを、うれしく感じました

私はいなかで生まれたのでそう感じ
るのですが、ヤギや、鶏、竹や木の利
用など、一度は数十年間淘汰されて
無くなっていたものが、もう一度復活
してきているという感じを受けました

いなかの良さというものに、もう一度
多くの人が目を向けるようになってき
たということでしょうか

このままの暮らしを人類が続けていけ
ば地球が持たないということでSDGs
（※）という運動が始まっています。今
後さらに自然や生き物を暮らしの中
に呼び戻すということが、いなかにお
いてもまちにおいても必要になると、
直感する人が増えていると思います

いなかを見つめなおすことで、まちも
変わっていける。豊田市の可能性を感
じますね
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鈴木辰吉氏

鈴木辰吉氏

鈴木辰吉氏

洲崎燈子氏

洲崎燈子氏

洲崎燈子氏

-- - -ブースインタビュー後の
                              トークセッションから---

- - -今回のイベントの様子が、動画でご覧いただけます! - - -

スマートフォンでコードを読み取ると、該当ページが表示されます。

インタビューの
様子はコチラ

会場の
様子はコチラ
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長く暮らせる家と自分の健康
について考える
 
　いつまでも住み慣れた我が家、地域で最後まで元気に暮らした
い。家の第二の人生も考えたい。そのヒントを学ぼうと、11月10日
（日）に山梨県から斬新社代表久保田好正さんを講師にお迎えして、
講座「時を重ねることに向き合う～長く暮らせる家と自分の健康づく
り」を足助地区百年草と、小原地区小原交流館で開催しました。これ
からも元気に暮らすため、必要なことは、「私の健康」「家の健康」「充
実した暮らしのできるまち」という視点からお話しがありました。
　健康維持に欠かせない筋力アップの方法として国も推奨している
百歳体操の体験、自宅での思い出の振り返り、その家で安全な暮ら
しを続けるためのポイント、最後に、そ
の家が空き家になった場合の３つの
選択肢「更地にする」「放置する」「有効
活用する」の実例を学び、有意義な時
間となりました。（木浦幸加）

「時を重ねることに向き合う」講座を実施

足助
あ す け    

小原
お ば ら    

講演後の意見交換会

（※）持続可能な開発目標（SDGs）とは、2015年9月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための2030アジェンダ」にて記載された2016年から2030年までの国際目標。

小鹿の剥製を興味深そうに触る親子


